
第６期区民会議審議テーマについて（運営部会審議経過）
これまでの審議経過を受けたテーマ候補 

防災
・いつ来るかわからない（明日かもしれない）大震災 
・来訪者、若い世代、転入者、外国籍など多様な区民の防災 
・情報弱者…高齢者（情報ツール使いこなせない・独居孤立） 

障害者、外国籍市民など 
→弱者支援、相互理解推進による助け合いのまちづくり 

資料１ 

審議テーマ（案）  「災害に強い、ユニバーサルなまちづくり」

オリンピック・パラリンピック
・4年後に迫った東京オリンピック 
・かわさきパラムーブメント推進ビジョン（市） 
・等々力競技場…パラ練習場で定期活用 
英国代表合宿地予定（横浜市・慶大と共に協定締結） 

→来訪者への魅力発信・歓迎のまちづくり 

誰もが「移動しやすい」まちづくり 
・上記二つをつなぎうるテーマ？ 
・安全・安心で円滑な移動の実現 
案内サイン、バリアフリー 

→来訪者を案内しやすいまち 
→災害時に避難しやすいまち 

夢あるテーマだが、先が不透明？ 
・「来訪者」より、まず「区民」を優先
したい 
・メイン会場で無い中、招致の効果・
活用法などがまだ見えにくい 

世代交流が鍵
・多様な区民の相互理解推進が解決への道筋 
・「世代交流」の場の形成 
子育て絡みで意見多かったテーマと接続 

・若い力（中高生等）の活用 
→有事に助け合える関係づくり

弱者支援…特に情報弱者 
世代交流による相互理解推進 
地域の情報の共有 

ソフト面による課題解決の方向性を探る

既存の取組・施策（例） 
■帰宅困難者対策…武蔵小杉駅周辺、車両基地での避難訓練、企業との連携 
■災害情報の発信…防災無線（デジタル化）、防災アプリ 
■マップ作り…アシストクラブが地域と共に競技場周辺の地域・道路情報を集約
■その他…避難所開設・運営訓練、各団体の取組など 


